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平
成
25
年
５
月
19
日
、
三
井
ガ
ー

デ
ン
ホ
テ
ル
柏
に
お
い
て
、
第
11
回

柏
地
域
支
部
総
会
・
柏
地
域
支
部
創
立

10
周
年
記
念
式
典
・
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
53
名
の
柏
支
部
校
友
会
員
が

出
席
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
明
治
大

学
校
友
会
会
長
向
殿
政
男
様
、
学
校
法

人
明
治
大
学
常
勤
理
事
橋
口
隆
二
様
、

同
じ
く
常
勤
理
事
松
本
隆
栄
様
を
は

じ
め
、
西
部
支
部
か
ら
行
木
勝
男
千
葉

県
西
部
支
部
支
部
長
、
各
地
域
支
部
長

に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
で
は
昨
年
度
の
事
業
報
告
、
決

算
報
告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算

な
ど
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
創
立
10
周
年
記
念
式
典
が

行
わ
れ
、
10
周
年
記
念
委
員
会
委
員

長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
向
殿
校
友
会
会

長
、
大
学
よ
り
橋
口
常
勤
理
事
、
行
木

千
葉
県
西
部
支
部
長
の
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
向
殿
会
長
か
ら
は
、

柏
は
非
常
に
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る

校
友
会
支
部
で
あ
る
、
と
お
褒
め
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
橋
口
常
勤
理
事
か
ら

は
、
受
験
者
数
が
４
年
連
続
日
本
一
な

っ
た
な
ど
、
大
学
の
現
状
に
つ
い
て
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
学
校
法
人
明

治
大
学
日
高
憲
三
理
事
長
よ
り
の
お

祝
い
の
言
葉
を
、
橋
口
常
勤
理
事
が
代

読
さ
れ
ま
し
た
。（
次
頁
参
照
） 

引
き
続
き
感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
、

猪
瀬
主
税
さ
ん
、
宇
都
宮
幸
正
さ
ん
、

萩
原
功
さ
ん
に
贈
呈
さ
れ
、
各
氏
よ
り

創
立
当
時
の
苦
労
話
な
ど
が
ご
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 

第
２
部
、
懇
親
会
は
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
・

メ
ラ
ン
コ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
（
明
大
OB)

に
よ
る
校
歌
演
奏
で
始
ま
り
ま
し
た
。

大
学
の
松
本
常
勤
理
事
よ
り
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
会
員
の
櫻
田
義
孝
衆
議
院

議
員
に
よ
る
音
頭
で
乾
杯
、
懐
か
し
い

ジ
ャ
ズ
演
奏
の
中
で
の
懇
談
と
な
り
ま

し
た
。
途
中
く
じ
引
き
抽
選
会
が
あ
り
、

宴
も
盛
り
上
が
り
、
時
が
進
み
、
若
さ

の
石
原
敏
和
さ
ん
の
指
揮
の
も
と
恒
例

の
全
員
で
の
校
歌
斉
唱
、
大
き
な
声
で

放
吟
し
ま
し
た
。
最
後
は
会
員
の
柏
市

議
会
議
員
山
田
一
一
さ
ん
の
三
三
七
拍

子
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

      

                             

第
11
回
総
会
・
創
立

10

周
年
記
念
式
典 
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 ●
日
高
理
事
長
挨
拶
（
代
読
） 

本
日
、
こ
こ
に
校
友
会
柏
地
域
支
部

総
会
及
び
創
立
10
周
年
記
念
式
典
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
、
宇
都
宮
地
域
支
部
長
を
は
じ
め
、

会
員
の
皆
様
の
母
校
愛
、
同
窓
の
絆
、

熱
意
と
努
力
の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。
ま

た
、
ご
招
待
い
た
だ
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
校
務
の
た
め
、
式
典
を
欠
席
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
心
よ
り
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
明
治
大

学
は
、
一
般
入
学
試
験
志
願
者
数
が
７

年
連
続
で
10
万
人
を
超
え
る
な
ど
、

社
会
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
社
会
的
評
価
は
、
校
友

の
皆
様
方
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
社
会
に

貢
献
し
、
活
躍
し
た
評
価
の
積
み
重
ね

が
あ
る
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
た

ち
は
、
教
育
・
研
究
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
社
会
貢

献
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
個
の
強
い
人
間
を
育
て

る
教
育
。
時
代
の
先
端
を
行
く
研
究
。

そ
し
て
、
そ
の
教
育
・
研
究
の
成
果
を

世
の
中
に
還
元
す
る
社
会
貢
献
。
私
は
、

こ
れ
ら
の
事
業
の
基
盤
と
な
る
の
は
、

明
治
大
学
を
核
と
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
、
校
友
会
、
あ
る
い
は
校
友
会

の
活
動
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
明
治
大
学

の
校
友
は
、
２
０
１
３
年
３
月
の
卒
業

生
を
加
え
て
、
既
に
52
万
人
を
超
え

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
柏
地
域
支
部
に

は
約
２
４
０
０
名
の
会
員
が
お
住
ま

い
に
な
ら
れ
、
明
治
大
学
へ
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
学
の
発
展

に
は
、
校
友
の
皆
様
方
の
ご
協
力
は
不

可
欠
で
あ
り
、
特
に
首
都
圏
の
校
友
会

支
部
及
び
地
域
支
部
に
は
、
大
学
と
密

接
な
縁
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

縁
を
大
切
に
し
、
今
後
と
も
明
治
大
学

を
核
と
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

結
び
に
、
皆
様
と
共
に
、
母
校
を
世

界
に
誇
れ
る
大
学
と
で
き
る
よ
う
、
今

後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
校
友
会
柏
地
域
支
部
の

さ
ら
な
る
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

学
校
法
人
明
治
大
学
理
事
長 

日
高
憲
三 

代
読 

学
校
法
人
明
治
大
学
常
勤
理
事

（
経
営
企
画
担
当
）
橋
口
隆
二 

創
立
10
周
年
記
念
式
典 

●
感
謝
状
贈
呈
・
挨
拶 

１０
年
前
に
、
諸
先
輩
の
並
々
な
ら
ぬ

ご
尽
力
に
よ
り
、
立
派
な
柏
地
域
支
部

が
創
立
い
た
し
ま
し
た
。 

明
治
大
学
の
旗
の
下
に
、
共
に
集
い
、

語
ら
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
の
意
義

を
、
校
友
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ

き
な
が
ら
柏
支
部
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

後
ほ
ど
、
創
立
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々

か
ら
、
当
初
の
苦
労
話
な
ど
お
話
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
折
り
に
触
れ

て
、「
当
時
校
友
仲
間
を
一
軒
一
軒
回
り

な
が
ら
会
員
の
募
集
を
行
な
っ
た
」
な

ど
苦
労
話
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
も
充
分
ご
経
験
の
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
何
事
も
モ
ノ
を
立
ち
上
げ
る
の

が
一
番
難
し
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
運

営
し
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
、
ま
た
一
番

大
変
な
こ
と
を
承
知
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
柏
地
域
支
部
が
地
域
に
貢
献

し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、

２０
年
、
３０
年
と
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
が
私
ど
も
の
責
務
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
後
と
も
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

             

●
懇
親
会
・
記
念
品 

懇
親
会
は
初
参
加

の
方
が
増
え
た
ほ
か
、
ご
家
族
の
参
加

も
あ
り
、
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

創
立
10
周
年
の
記
念
に
校
歌
が
刻
ま

れ
た
湯
呑
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
校
歌
斉

唱
の
自
信
の
な
い
方
は
、
毎
日
お
茶
を

飲
む
た
び
に
復
唱
し
て
く
だ
さ
い
。 

        

右から猪瀬名誉支部長、宇都宮支部長、 

萩原副支部長 

創
立
10
周
年
記
念
委
員 

加
茂
治
男 
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去
る
6
月
23
日
、
三
井
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
柏
に
お
い
て
、
明
治
大
学
校
友

会
千
葉
県
西
部
支
部
（
松
戸
、
浦
安
、

我
孫
子
、
柏
、
船
橋
、
市
川
、
流
山
、

野
田
、
鎌
ヶ
谷
）
の
第
10
回
総
会
・
懇

親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
の
会
場

運
営
は
柏
地
域
支
部
が
担
当
し
ま
し
た
。 

総
会
は
明
治
大
学
常
勤
理
事
橋
口

隆
二
様
、
明
治
大
学
校
友
会
筆
頭
副

会
長
山
口
政
廣
様
、
千
葉
県
東
部
支

部
名
誉
支
部
長
椎
名
茂
樹
様
を
ご
来

賓
と
し
て
迎
え
、
校
友
116
名
が
出
席

し
、
柏
か
ら
は
本
会
会
員
を
含
め
24

名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

懇
親
会
は
、
チ
ア
リ
ー
ダ

ー
の
若
さ
溢
れ
る
演
技
に

会
場
内
は
燃
え
上
が
り
、
出

席
者
は
学
生
時
代
を
思
い

出
し
、
和
気
藹
々
の
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

  

●
新
春
の
集
い 

1
月
27
日(

日)

、
麗
宮
飯
店
に
お

い
て
、
29
名
の
校
友
が
集
い
、
恒
例

の
新
春
の
集
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今

回
は
ロ
ン
ド
ン
五
輪
、
水
泳
男
子
オ
ー

平
井
康
翔
君
の
表
敬

訪
問
も
あ
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

●
お
花
見
会 

3
月
31
日
、
柏
ふ

る
さ
と
公
園
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
天
候
不
良

の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

●
定
期
ゴ
ル
フ
大
会 

6
月
4
日
、
柏
・
流
山
・
我
孫
子

支
部
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

個
人
的
に
は
久
し
ぶ
り
の
ゴ
ル
フ

で
大
荒
れ
で
し
た
が
、
パ
ー
は
何
と
か

２
つ
取
り
ま
し
た
。
秋
に
は
も
う
少
し

練
習
し
て
良
い
ス
コ
ア
を
狙
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
羽
仁
久
人
） 

        

●
講
談
鑑
賞 

6
月
8
日(

土)

、
日
本
橋
の
お
江

戸
橋
亭
で
寶
井
講
談
修
羅
場
塾
第
57

回
公
演
が
開
か
れ
、
佐
々
木
琴
山
こ
と

人
一
代
記
―
弁
円
の
涙
」

を
熱
演
し
ま
し
た
。
柏
か

ら
は
琴
山
さ
ん
を
含
め

て
５
名
の
会
員
が
参
加

し
ま
し
た
。 

  

●
東
京
六
大
学
野
球
春
季
逆
転
優
勝 

6
月
20

日
の
東
京
六
大
学
野
球

春
季
リ
ー
グ
優
勝
記
念
パ
レ
ー
ド
は
、

雨
の
為
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
代
わ

り
に
リ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
優
勝
祝
賀

会
が
開
か
れ
、
多
く
の
在
校
生
、
Ｏ
Ｂ

が
集
ま
り
ま
し
た
。 

福
宮
学
長
は
お
祝
い
の
挨
拶
の
中

で
、
優
勝
決
定
の
一
戦
に
神
宮
ま
で
応

援
に
駆
け
つ
け
た
ら
、
法
政
総
長
に
お

会
い
し
た
。
挨
拶
し
た
ら
「
私
が
来
る

と
負
け
る
ん
で
す
よ
ね
」
と
い
わ
れ
た
。

そ
の
言
葉
を
聞
い
て
「
こ
れ
は
し
め

た
！
」
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
思
い

通
り
逆
転
し
た
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

     

春
季
リ
ー
グ
最
多
の
6
勝
で
、
ベ
ス

ト
ナ
イ
ン
に
選
ば
れ
た
3
年
の
山
崎
に

は
今
後
も
期
待
で
き
ま
す
。
今
回
、
女
子

応
援
団
が
美
人
揃
い
な
の
に
は
嫉
妬
さ

え
も
感
じ
ま
し
た
。
確
認
も
兼
ね
て
、
秋

に
は
神
宮
へ
応
援
に
行
き
ま
せ
ん
か
。 

昭
和
45
年
文
卒 

柴
田
良
子 

●
明
大
カ
ー
ド
に
つ
い
て 

校
友
の
皆
さ
ん
、
明
大
カ
ー
ド
を
御

存
知
で
す
か
？
こ
の
カ
ー
ド
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
カ
ー
ド
の
利
用
額

に
応
じ
て
，
そ
の
手
数
料
（
１
万
円
に

対
し
て
２０
～
３０
円
）
が
大
学
の
後
輩

の
た
め
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
制
度
化

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
平
成
23
年

度
は
そ
の
手
数
料
が
約
890
万
円
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
利
用
金
額
の
概
算
は
，

約
40
億
円
だ
そ
う
で
す
。 

こ
の
際
カ
ー
ド
の
新
規
の
申
し
込

み
，
カ
ー
ド
の
変
更
を
し
て
，
後
輩
の

た
め
に
貢
献
し
て
頂
き
た
い
。
如
何
で

し
ょ
う
か
？
明
大
カ
ー
ド
に
関
す
る

お
問
合
せ
は
，
平
日
の
午
前
９
時
３０

～
午
後
５
時
ま
で
連
絡
先
０
３-

３
２

９
６-

４
０
７
７
明
大
カ
ー
ド
事
務
局

（
タ
カ
ノ
様
）
で
す
。
え
，
私
？
，
も

ち
ろ
ん
案
内
が
来
て
す
ぐ
に
加
入
し

ま
し
た
の
で
，
こ
の
カ
ー
ド
歴
は
約

30
年
で
す
。 

会

員

投

稿

記

事

 
 

 

イ
ベ
ン
ト
の
報
告 

昭
和
52
年
法
卒 

山
田
研
一 

ひ
ら
い
や
す
な
り 

千
葉
県
西
部
支
部
総
会 

校
友
部
総
会 

会
員
の
佐
々
木
利
夫
さ
ん
が
「
親
鸞
上 

プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
15
位
の
現
役
明
大
生 
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●
マ
ン
ド
リ
ン
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
 

 
今
年
も
１２
月
１
日
（
日
）、
柏
市
民

文
化
会
館
に
於
い
て
、
現
役
の
マ
ン
ド

リ
ン
倶
楽
部
の
学
生
に
よ
る
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。
我
孫
子
地
域
支
部
共

催
（
流
山
地
域
支
部
協
力
）
で
、
午
後

二
時
開
演
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
で
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
演
奏
会
は
二
年
に
一
度
の
開

催
目
標
を
掲
げ
、
今
で
は
柏
地
域
支
部

の
大
き
な
事
業
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
柏
及
び
東
葛
地
区

の
音
楽
愛
好
家
の
方
々
に
も
好
評
を

得
て
お
り
ま
す
。 

会
員
及
び
校
友
の
み
な
さ
ま
に
は
、

チ
ケ
ッ
ト
販
売
な
ど
で
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
も
、
柏
市
民
文
化
会
館
が
満
員
の

観
客
で
埋
ま
る
よ
う
、
な
お
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

マ
ン
ド
リ
ン
実
行
副
委
員
長 

勝
俣 

      

●
新
会
員
の
紹
介 

今
年
、
新
た
に
入
会
さ
れ
た
19
名

の
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。 

昭
和
35
年
商
卒 

 

根
本 

一
雄
さ
ん 

昭
和
36
年
商
卒 

 

吉
田 

正
春
さ
ん 

昭
和
39
年
経
営
卒 

坂
井 

弘
さ
ん 

昭
和
41
年
商
卒 

 

岩
渕 

真
一
さ
ん 

昭
和
41
年
政
経
卒 

藤
原 

泰
雄
さ
ん 

昭
和
44
年
工
卒 

 

大
里 

晃
さ
ん 

昭
和
44
年
経
営
卒 

鈴
木 

洋
雄
さ
ん 

昭
和
46
年
商
卒 

 

長
谷
川 

栄
美
さ
ん 

昭
和
47
年
政
経
卒 

遠
藤 

義
一
さ
ん 

昭
和
48
年
文
卒 

 

清
藤 

一
順
さ
ん 

昭
和
49
年
政
経
卒 

今
井 

享
さ
ん 

昭
和
49
年
法
卒 

 

浦
田 

昇
さ
ん 

昭
和
50
年
工
卒 

 

監
物 

和
彦
さ
ん 

昭
和
56
年
商
卒 

 

小
澤 

恒
夫
さ
ん 

昭
和
57
年
法
卒 

 

江
尻 

幸
彦
さ
ん 

昭
和
62
年
商
卒 

 
鬼
澤 

宏
孝
さ
ん 

平
成 

元
年
商
卒 

 
小
林 

寛
治
さ
ん 

平
成
13
年
経
営
卒 

輪
笠 
里
枝
さ
ん 

平
成
19
年
文
卒 

 

依
田 

昂
騎
さ
ん 

新
し
い
仲
間
を
迎
え
て
、
会
員
間
の
親

睦
が
深
ま
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

●
新
幹
事
の
指
名 

6
月
9
日
、
高
橋
亨
さ
ん(

平
5

商)

、
輪
笠
里
枝
さ
ん(

平
13
経
営)

、

依
田
昂
騎
さ
ん(

平
19
文)

が
新
幹
事

に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。 

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
の
お
願
い 

マ
ホ
の
い
ず
れ
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
タ
イ

ト
ル
欄
は
「
登
録
」
と
し
、
内
容
欄
に

氏
名
を
記
し
て
、
左
の
ア
ド
レ
ス
に
送

信
す
る
と
、
送
信
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
が
登
録
さ
れ
ま
す
。 

h
a
ku

m
e
i2

@
gm

a
il.c

o
m

 

●f
a
c
e
b
o
o
k

に
登
録
し
ま
し
た 

「
明
治
大
学
校
友
会
柏
地
域
支
部
」
で

登
録
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
でfacebook

を
通
じ
て
5
名
の
方
が
入
会
し
ま
し
た
。

興
味
の
あ
る
方
は
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

☎(

０
９
０)

８
８
７
６
‐
７
２
７
６(

片
倉) 

●
会
費
納
入
の
お
願
い 

会
費
未
納
の
方
は
年
会
費(

三
千
円)

の
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。（
今
年
の
地
域
支
部

総
会
・
懇
親
会
に
出
席
さ
れ
た
方
は
納
入
済

み
で
す
。）
振
り
込
み
先 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

０
０
１
３
０
‐
２
‐
４
６
２
５
９
０ 

明
治
大
学
校
友
会
柏
地
域
支
部 

  

●
詩
吟
倶
楽
部
柏
明
吟
研
会 

毎
月
第
４
水
曜
日 

午
後
３
時
か
ら
２

時
間
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
で
勉
強
中 

☎(

０
９
０)
１
４
０
４
‐
１
１
３
８(

植
田) 

●
梨
刈
り
家
族
大
会 

8
月
25
日(

日)
丸
八
観
光
果
樹
園(

高
柳
） 

昨
年
好
評
に
つ
き
継
続 
、
一
家
族
二
千
五
百
円 

○
白
い
う
た 

青
い
う
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

8
月
25
日(

日)

、
野
田
市
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
、
勝
俣
さ
ん
出
演
、
入
場
料
千
円 

☎(

０
４
）
７
１
６
９
‐
６
０
７
０(

勝
俣) 

◆
大
堀
川
清
掃
参
加 

10
月
20
日(

日)(

予
備
27
日),

高
田
緑
地 

☎(

０
９
０)

１
４
０
４
‐
１
１
３
８(

植
田)  

■
全
国
校
友
大
分
大
会 

10
月
5
日(

土)

、
別
府
ビ
ー
コ
ン

プ
ラ
ザ
に
て
開
催 

☎(

０
４
）
７
１
７
３
‐
７
３
０
１(

宇
都
宮)  

●
ゴ
ル
フ
大
会 

春
秋
2
回
、
次
回
は
10
月
の
予
定 

☎(

０
４
）
７
１
３
１
‐
３
４
０
６(

加
茂)  

■
第
16
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

10
月
20
日
（
予
定
）、
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ

ス
、
昭
和
38

48

58
年
、
平
成
5

15
年

卒
の
方
に
は
大
学
よ
り
案
内
が
あ
り
ま
す
。 

●
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会 

12
月
1
日
（
日
） 

柏
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

☎(

０
９
０)

１
４
０
４
‐
１
１
３
８(

植
田)  

○
寶
井
講
談
修
羅
場
塾 

12
月
15
日(

日)

お
江
戸
日
本
橋
亭

(

日
本
橋
三
越
前) 

木
戸
銭
無
料 

☎(

０
４)

７
１
６
４
‐
０
６
１
０(

佐
々
木)  

●
来
年
の
日
程
（
予
定
） 

新
春
の
集
い
、
平
成
26
年
1
月
25
日 

第
12
回
総
会
、
平
成
26
年
5
月 

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ 

委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会 

12
月
1
日
（
日
） 

柏
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

全
席
自
由
、
入
場
料
二
千
三
百
円
（
前
売
） 

お
問
い
合
わ
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売 

☎(

０
９
０)

１
４
０
４
‐
１
１
３
８ (

植
田) 

☎(

０
４)

７
１
３
１
‐
３
０
８
０(

竹
之
内) 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   

・ 
・ 

・ 

パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
携
帯
・
ス 

☎(

０
９
０)

１
４
０
４
‐
１
１
３
８(

植
田) 


